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最初に, 欧州域内市場とその労働市場への影響を全般的に解説する｡ 続いて, スポーツ労働市場

に焦点を当て, スポーツ労働市場の特徴と明確な定義にまつわる問題を取り上げる｡ ここでは, 具

体的な職能要件を持った労働市場と高等教育機関とのかかわりが, 重要な側面となる｡ 労働市場の

要件に関係したボローニャ・プロセスの目的を詳しく検証し, 特に, ボローニャ・プロセスの重要

な要素の１つである被雇用能力の側面をとらえていく｡ さらに, 被雇用能力を全般的な教育課程に

取り入れたいくつかの事例を見ていきたい｡ そして最後に, ケルン体育大学で起こっている変化を

紹介しながら, 被雇用能力に対する検討材料を新しい学士課程と修士課程にどのように取り込んで

きたかを説明していく｡������������������年７月１日, 欧州域内市場の形成を目指す単一欧州議定書が施行された｡ 域内市場とは,��加盟国内において, もの, サービス, 人, 資本の自由な行き来を保証するものだとされていた｡����年初めに域内市場が導入されて以来, ��加盟国のすべての国民は, 加盟国内のどこであれ
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教育の中でもとりわけ高等教育の世界は, 長年にわたって欧州統合の流れから除外されてきた｡ 欧州

連合 (��) が主導する調和に向けた試みの中にあって, この政策分野は, おおむね加盟各国の独自領
域のままであり続けてきた｡ 欧州域内市場が導入されたのを受けて, 欧州の職業・学術教育に求められ

る要件は大きく変化した｡ この変化への対応の中でも特に顕著なものとして, いわゆるボローニャ・プ

ロセス１が挙げられる｡ これは, ��加盟国だけでなく欧州��か国で有効とされるプロセスだ｡ そして,
これにより高等教育機関には数多くの課題がもたらされた｡ 本日の私のプレゼンテーションでは, 欧州

域内市場の発展と欧州のスポーツ労働市場の興り, そしてケルン体育大学でこのプロセスがどのように

使われているかを考察していきたい｡
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１ このプロセスは, ����年, 欧州��か国の高等教育責任者がイタリアのボローニャに集まってイニシアティ
ブを始めたことから, ボローニャ・プロセスと名付けられた｡


